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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 の 流 体 用 の 第 一 の 複 数 の 導 管 と 、 第 二 の 流 体 用 の 第 二 の 複 数 の 導 管 と を 含 む 熱 交 換
器 で あ っ て 、
　 前 記 第 一 の 導 管 と 第 二 の 導 管 は 、 こ の 両 者 が 熱 伝 導 性 の 固 体 母 材 に よ り 分 離 さ れ る よ う
に 形 成 さ れ て 当 該 固 体 母 材 内 に 埋 め 込 ま れ 、 隣 接 す る 第 一 と 第 二 の 導 管 間 の 間 隙 が 、 隣 接
す る 第 一 の 導 管 間 の 間 隙 、 及 び 隣 接 す る 第 二 の 導 管 間 の 間 隙 よ り も は る か に 大 き い 熱 交 換
器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 隣 接 す る 第 一 の 導 管 相 互 が 接 触 し 、 及 び ／ 又 は 隣 接 す る 第 二 の 導 管 相 互 が 接 触 し て い る
、 請 求 項 １ に か か る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 隣 接 す る 第 一 の 導 管 相 互 間 、 及 び ／ 又 は 隣 接 す る 第 二 の 導 管 相 互 間 に 金 属 薄 片 が 配 置 さ
れ て い る 、 請 求 項 １ に か か る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 一 の 導 管 、 及 び ／ 又 は 前 記 第 二 の 導 管 の 各 々 が 矩 形 断 面 で あ る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、
ま た は ３ に か か る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 固 体 母 材 が 、 前 記 第 一 と 第 二 の 導 管 間 の 板 を 形 成 し 、 各 導 管 が 前 記 板 と 接 触 し て い
る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 に か か る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 固 体 母 材 が 銅 に よ り 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 に か か る 熱 交 換
器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 一 の 導 管 の 各 々 、 及 び ／ 又 は 前 記 第 二 の 導 管 の 各 々 が 、 ス テ ン レ ス 鋼 で 作 ら れ て
い る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 に か か る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 少 な く と も １ つ の 導 管 が 、 前 記 固 体 母 材 が 形 成 さ れ る 間 に 当 該 固 体 母 材 に 結 合 さ れ る 、
請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 に か か る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ９ 】



　 前 記 第 一 の 導 管 の 各 々 、 前 記 第 二 の 導 管 の 各 々 が 、 前 記 固 体 母 材 が 形 成 さ れ る 間 に 当 該
固 体 母 材 に 結 合 さ れ る 、 請 求 項 ８ に か か る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 一 の 導 管 が 、 前 記 第 二 の 導 管 よ り も 大 き な 流 れ 領 域 を 持 っ て 形 成 さ れ て い る 、 請
求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 に か か る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 一 と 第 二 の 導 管 が 、 前 記 板 に 隣 接 し て ほ ぼ 等 し い 表 面 積 を 有 し て い る 、 請 求 項 １
０ に か か る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら １ ２ の い ず れ か 一 に か か る 熱 交 換 器 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 一 の 導 管 と 第 二 の 導 管 の 間 に 配 置 さ れ た 金 属 を 前 記 第 一 と 第 二 の 導 管 に 結 合 す る
た め 、 高 温 平 衡 圧 力 技 術 を 使 用 し て 前 記 第 一 の 導 管 と 第 二 の 導 管 と の 間 に 固 体 母 材 が 構 成
さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 固 体 母 材 が 、 当 該 固 体 母 材 が 形 成 さ れ る 間 に 少 な く と も １ つ の 導 管 の 表 面 に 結 合 さ
れ る 、 請 求 項 １ ３ に か か る 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 固 体 母 材 が 、 当 該 固 体 母 材 の 形 成 の 間 に 第 一 と 第 二 の 導 管 の 各 々 の 表 面 に 結 合 さ れ
る 、 請 求 項 １ ４ に か か る 方 法 。
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